
 

   

 

 

 

 

 

 

 

ぬ く も り 

                                校 長  澤田 有子 

 凍てついた冬の朝、太陽が昇ってくると体の中の氷も解け始めます。この時季の校庭での朝会は、寒くて寒くてたまりません。

でも、晴れている日に朝会台に立つと、太陽の光を正面から浴びることになり、ぽかぽか暖かいのです。子どもたちも背中にあ

ったかい炬燵を背負っているかのように、なんだかほっこりとした顔をこちらに向けています。太陽のぬくもりを感じる瞬間です。 

 さて、最近、ＮＨＫ朝ドラマの主題曲をいろいろなところで耳にするようになりました。 
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歌もまた心を温めてくれるようです。いろいろなものに温められ、温め合いながら、真っ直ぐ前に進みたいものです。 
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どんど焼き ＰＴＡ主催 

火のぬくもり  
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竹の先に餅をつけて焼きます。 「父親の会」による模擬店 

ＯＢ・ＯＧによる模擬店 

青少年指導員によるゲーム遊び 消防団による消防車体験と火の警備 
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